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平
成
16
年
10
月
１
日
、
旧
南
部
町
と

旧
南
部
川
村
が
合
併
し
「
み
な
べ
町
」

が
誕
生
。
令
和
６
年
10
月
１
日
に
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
み
な
さ
ん

と
お
祝
い
し
、
み
な
べ
町
の
更
な
る
飛

躍
を
目
指
し
ま
す
。

　

４
月
に
「
み
な
べ
町
合
併
20
周
年
記

念
式
典
」
、
５
月
に
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
大
会
」
、
７
月
・
８
月
に
「
う
め
ル

カ
ム
to
み
な
べ
町
～
み
な
べ
町
へ
ち
ょ

こ
っ
と
寄
り
道
～
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

９
月
に
「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ

ど
い
」
な
ど
、
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
（
土
）
に
は
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
）
及
び
そ

の
周
辺
を
会
場
に
、「
み
な
べ
あ
き
ん

ど
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
２
４
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

１
部
で
は
、
「
そ
こ
に
み
な
べ
愛
は

あ
る
ん
か
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
仮
装
行

列
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く「
み

な
べ
町
へ
の
愛
」
を
仮
装
で
表
現
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
申
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
み
な
べ
町
商
工
会
内
み
な

べ
町
合
併
20
周
年
記
念
仮
装
行
列
部
会

（
☎
74-

２
３
０
８
）
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
内
の
地
域
色
あ
ふ

れ
る
物
産
展
も
開
催
の
ほ
か
、
よ
さ
こ

い
や
各
こ
ど
も
園
の
お
遊
戯
披
露
、
も

ち
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
み
な
べ
町
建
設
業
組
合
等
の

協
力
の
も
と
重
機
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

２
部
で
は
、
須
賀
橋
の
河
原
か
ら
花

火
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
み
な
べ
町
商
工
会
内

み
な
べ
あ
き
ん
ど
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委

員
会
（
☎
74-

２
３
０
８
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

元気！ふれあい長寿のつどい元気！ふれあい長寿のつどいうめルカムtoみなべ～みなべ町へちょこっと寄り道うめルカムtoみなべ～みなべ町へちょこっと寄り道

みなべ町合併２０周年記念式典みなべ町合併２０周年記念式典 健康マージャン大会健康マージャン大会

み
な
べ
町

　
　
　

合
併
20
周
年

南部 ・ 岩代 ・ 上南部地区

訓練日時　１１月２日 （土）　午後７時から

訓練内容　地震 ・ 津波避難訓練 （夜間）

　 ①シェイクアウト訓練

　　　大地震を想定し、 参加者全員がサイレンを合図に

　　　シェイクアウト訓練を実施してください。

　 ②避難訓練 （①の後）

　　　津波浸水想定時間までに高台へ避難してください。

シェイクアウト訓練とは？

　 シェイクアウト訓練とは、 ２００８年にアメリカ合

衆国で始まった地震防災訓練です。

 　地震の際の安全確保行動である 「命をまもる３

動作」 を誰でも、 どこでも、 気軽に、 簡単に行う

ことができる防災訓練です。

問い合わせ　総務課　消防防災室　 ☎ 72 ‐ 2051

防 災 訓 練 を 実 施 し ま す （ 夜 間 ）

※新入学児童のご家庭には案内通知を送付します。

※日程に変更が生じる場合がありますので、 正式な日時等の詳細については通知をご覧ください。

問い合わせ　教育学習課　☎ 74 ‐ 2191

対象児童　平成３０年４月２日～平成３１年４月１日生まれの児童

　◆南部小学校　　　１０月２２日 （火）　　　

　◆岩代小学校　　　１０月　２日 （水）

　◆上南部小学校 　１０月３０日 （水）　　　

　◆高城小学校　　　１０月２３日 （水）

　◆清川小学校　　　１０月１６日 （水）　　　　　

　　 各校とも午後に実施予定

　令和７年度、 町立小学校への入学予定児童の就学時健康診断（内科・歯科・知能検査など）を次のとおり実施します。

来年度小学校入学児童の就学時健診を実施します

　 田辺保健所では毎年、 精神障害者の家族 ・ 支援者等を対象に講演会を開催しています。

 　今回はギャンブル依存症をテーマに当事者を講師に招き、 回復までの体験談を交えてお話しいただきます。

 　家族、 身近な方でギャンブル依存症で困っている方はいませんか。 この機会にぜひ、 お誘い合わせの上ご参

加ください。

日時　令和６年１０月２２日 （火） 13 ： 30 ～ 15 ： 00

場所　西牟婁振興局 （田辺保健所） ４階　大会議室　（田辺市朝日ヶ丘２３―１）

内容　　① 「和歌山県のギャンブル依存症に係る相談 ・ 体制の現状について」

　　　　　② 「当事者体験談　～ギャンブル依存症から回復するために～」

問い合わせ　田辺保健所　保健課　　☎０７３９ ‐ ２６ ‐ ７９５２

令和６年度第１回家族教室　～ギャンブル依存症～

「
み
な
べ
あ
き
ん
ど
カ
ー
ニ
バ
ル

　
　
　

２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま
す
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歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
仁
支
川
峰
子
さ

ん
、
日
野
美
歌
さ
ん
、
三
善
英
史
さ
ん
、

堀
江
淳
さ
ん
、
春
菜
美
保
さ
ん
、
劇
団

紀
州
に
よ
る
歌
と
踊
り
の
歌
謡
舞
踊

シ
ョ
ー
「
青
春
の
忘
れ
も
の
～
日
本
の

歌
～
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
歌
や
踊
り
で
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
は
、「
心
が
ウ
キ
ウ
キ

し
た
。
楽
し
か
っ
た
。
」
な
ど
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
坂

本
さ
ん
を
副
町
長
が
自
宅
に
訪
ね
、「
祝

百
歳
」
の
賞
状
と
記
念
品
、
花
束
を
贈

り
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
は
、
食
事
の
準
備
な
ど
身

の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
し
て
お
り
、

肉
じ
ゃ
が
や
焼
き
肉
な
ど
の
肉
料
理
が

お
好
き
だ
そ
う
で
す
。

　

93
歳
か
ら
、
毎
日
欠
か
さ
ず
『
10
年

日
記
』
を
書
い
て
お
り
、「
こ
れ
か
ら

も
書
き
続
け
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

９
月
６
日
、
近
畿
大
学
生
物
理
工
学

部
と
文
芸
学
部
の
学
生
27
名
と
教
員
６

名
が
み
な
べ
町
を
訪
れ
、
Ｊ
Ａ
紀
州
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
み
な
べ
に
お
い
て
、
う

め
課
職
員
が
世
界
農
業
遺
産
「
み
な
べ
・

田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
こ
の
ほ
か
、
町
内
の
農

園
を
訪
れ
、
梅
の
塩
漬
け
や
天
日
干
し

の
作
業
を
見
学
し
、
た
く
さ
ん
の
質
問

を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
赤

坂
さ
ん
を
副
町
長
が
施
設
に
訪
ね
、「
祝

百
歳
」
の
賞
状
と
記
念
品
、
花
束
を
贈

り
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

赤
坂
さ
ん
は
、
甘
い
も
の
が
お
好
き

で
、
よ
く
話
を
し
た
り
歌
を
歌
っ
た
り

と
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

お
祝
い
に
は
、
孫
や
ひ
孫
も
駆
け
付

け
お
話
を
さ
れ
た
り
と
、
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
ふ
れ
愛

セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に

お
い
て
、
敬
老
福
祉
大
会
「
元
気
！
ふ

れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、

約
３
６
０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

演
芸
で
は
、
上
南
部
中
学
校
の
生
徒

が
和
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
、
と
て
も
迫

力
の
あ
る
演
奏
で
し
た
。

　

ま
た
、
上
南
部
こ
ど
も
園
の
園
児
が

元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
と
ダ
ン
ス
な
ど
を

披
露
し
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
長
生
き
し
て
ね
」
と
声
を
揃

え
て
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
武

市
さ
ん
を
副
町
長
が
施
設
に
訪
ね
、「
祝

百
歳
」
の
賞
状
と
記
念
品
、
花
束
を
贈

り
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

武
市
さ
ん
は
、
好
き
嫌
い
な
く
な
ん

で
も
食
べ
、
塗
り
絵
な
ど
を
し
て
過
ご

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、
「
く
よ
く
よ
せ
ず

前
向
き
に
考
え
る
こ
と
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
・
29
日
、
白
浜
町
総
合
体

育
館
で
、
第
76
回
和
歌
山
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
剣
道
競
技
の
部
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
女
子
団
体
の
部
で
南
部
中

学
校
が
優
勝
し
、
８
月
18
日
に
開
催
さ

れ
た
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

田
野
莉
加
（
３
年
）・
清
水
奈
波
（
３
年
）

宮
本
凉
（
３
年
）・
曽
輪
美
羽
花
（
３
年
）

河
田
舞
耶
（
２
年
）・
泰
地
芽
愛
（
２
年
）　

　　
　

　　

８
月
27
日
、
令
和
６
年
度
日
本
体
育

大
学
交
流
事
業
（
中
学
生
派
遣
事
業
）

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
の
中
学
生
を
大

学
に
派
遣
し
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
お
い
て
核
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
、
今
年
は
７
月
31
日

～
８
月
２
日
に
日
本
体
育
大
学
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
参
加
し
た
学
生
の
中

か
ら
３
人
が
、
学
ん
だ
こ
と
や
体
験
し

た
こ
と
な
ど
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

まちのできごと

南
部
中
学
校
剣
道
部
女
子 

全
国
大
会
に
出
場

日
本
体
育
大
学
交
流
事
業 

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

近
畿
大
学
の
学
生
が 

み
な
べ
町
の
「梅
」を
学
習

赤
坂
千
代
子
さ
ん
、１
０
０
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

み
な
べ
町
合
併
20
周
年
記
念 

元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た

武
市
利
子
さ
ん
、１
０
０
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

坂
本
健
三
郎
さ
ん
、１
０
０
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

出演者全員で青い山脈を歌唱坂本さんと副町長

上南部こども園の園児によるダンス武市さんご家族と副町長

梅について学ぶ学生

出場した選手のみなさん

赤坂さんと副町長

報告会の様子
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行
政
相
談
は
、
行
政
の
仕
事
や
手

続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、「
困
っ

て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
意
見
や
相
談
を
お
受
け
す
る
も

の
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
お
受
け
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
連
絡
な

ど
、
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
橋
渡
し
を

し
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
月
、
行
政
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
の
相
談
日
は
、
広
報
紙
や
町

内
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
の
行
政
相
談
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

４
日
（
金
）
み
な
べ
町
役
場

【巡
回

（特
設
）
相
談
】　

　

23
日
（
水
）
高
城
公
民
館

　
　

〃　
　

  

清
川
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
30

　

分
～
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
72-

２
０
５
１

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
み
事
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

み
な
べ
町
役
場

受
付
締
切　

10
月
15
日
（
火
）
12
時

※
事
前
予
約
制
（
先
着
６
組
）
と
な

り
ま
す
。
予
約
が
埋
ま
り
次
第
、
受

付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催　

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
72-

２
０
５
１

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　

令
和
６
年
12
月
８
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
１
件
あ
た
り
約
30
分

※
各
振
興
局
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
相
談
も
可
能　

場
所　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

　

４
１
０
会
議
室

　

（
和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１
）

受
付
期
間　

11
月
８
日
（
金
）

　

９
時
か
ら
受
付
開
始

※
事
前
予
約
制
（
先
着
６
名
）
と
な

り
ま
す
。
予
約
が
埋
ま
り
次
第
、
受

付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

和
歌
山
県
庁
人
権
政
策
課

　

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族
の
方
な
ど

を
対
象
に
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
が
電
話
及
び
面
接
に
よ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
26
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

※
面
接
相
談
は
、
で
き
る
だ
け
事
前

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　

当
日
限
り

　

☎
０
７
３
９
‐
８
１
‐
１
５
２
０

問
い
合
わ
せ　

　

公
益
社
団
法
人

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
明

日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土

地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

　

土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の
た
め

に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
で
き

る
限
り
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
土
地

施
策
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

く
ら
し

９
月
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

被
害
者
支
援
無
料
相
談

特
設
人
権
相
談
の
開
設

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

Information くらしの情報

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
飼
い

主
に
対
し
て
、「
市
町
村
へ
の
犬
の

登
録
」
と
「
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
、
速
や
か
に
登
録
及
び
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狩
猟
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

も
狩
猟
が
解
禁
に
な
る
前
に
、
必
ず
登

録
と
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
済
み
の
犬
が
亡
く
な
っ
た
時

は
、
台
帳
整
理
を
し
ま
す
の
で
、
生

活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
法
第
27
条

　

次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
は
20
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。（
抜
粋
）

①
犬
の
登
録
の
申
請
を
せ
ず
、
鑑
札

　

を
犬
に
着
け
ず
、
又
は
届
出
を
し

　

な
か
っ
た
者

②
犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ず
、

　

又
は
注
射
済
票
を
着
け
な
か
っ
た
者

問
い
合
わ
せ　

　

生
活
環
境
課　

☎
72-

３
６
０
５

　

農
業
や
建
設
業
な
ど
の
事
業
で
使

用
す
る
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
公
道

走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
所
有
す

る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
課
税
対
象
と
な
り
、
町
へ
の
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
記
に
該
当
す
る
車
両
を
お
持
ち

の
方
は
申
告
の
う
え
、
標
識
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
の
条
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
い

車
両
は
大
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す

る
た
め
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
乗
用
で
な
い
も
の
は
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
課
税
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
告
受
付
場
所　

税
務
課

申
告
に
必
要
な
も
の　

《
販
売
店
か
ら
購
入
の
場
合
》

　

①
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

　

②
販
売
証
明
書

《
そ
の
他
の
場
合
》　

　

他
者
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合
や
、

以
前
か
ら
所
有
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

農
業
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
を
お
持
ち
の

方
は
申
告
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ト
レ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
農
作
業
機

は
、
令
和
元
年
12
月
25
日
に
「
農
耕

作
業
用
ト
レ
ー
ラ
」
と
し
て
、
道
路

運
送
車
両
法
施
行
規
則
別
表
第
一
に

お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る

農
耕
作
業
用
自
動
車
に
指
定
さ
れ
、

大
型
特
殊
自
動
車
ま
た
は
小
型
特
殊

自
動
車
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
型
特
殊
自
動
車

に
該
当
す
る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ

は
、
こ
れ
ま
で
償
却
資
産
と
し
て
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
あ
っ
た
も

の
が
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
へ

の
申
告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
72-

２
１
６
２

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、

従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
支
払
う

給
与
か
ら
住
民
税
（
市
町
村
民
税
＋

県
民
税
）
を
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与

税　

金

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

徹
底
し
て
い
ま
す

小
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち

の
方
は
申
告
が
必
要
で
す

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
願
い

区 分 農耕作業用 その他のもの

大 き さ 制限なし 長さ4.7m、幅1.7m、高さ2.8m以下

総 排 気 量 制限なし 制限なし

最 高 速 度 35km/h 未満 15km/h 以下

種 類

農耕用トラクター、農業用

薬剤散布車、刈取脱穀作業

車(コンバイン)、田植機等

フォークリフト、ショベル・ローダ、

タイヤ・ローラ、草刈作業車等
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所
得
者
（
従
業
員
）
に
代
わ
っ
て
納

入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
、
地
方
税

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
事
務　
　
　
　
　
　
　
　

　

毎
年
５
月
に
、
特
別
徴
収
義
務
者

あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
そ
の

税
額
を
毎
月
給
料
か
ら
徴
収
し
、
合

計
額
を
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
各
従

業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。

納
期
の
特
例
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の
事
業

所
は
、
申
請
に
よ
り
年
12
回
の
納
期

を
年
２
回
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
72-

２
１
６
２

　

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、
給
与
等

を
支
払
っ
た
事
業
所
等
は
、
令
和
７
年

１
月
31
日
ま
で
に
給
与
支
払
報
告
書

を
各
市
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
報
告
の
対
象
者
は
、
令

和
６
年
中
に
給
与
、
賃
金
等
を
支
払
っ

た
方
全
員
（
専
従
者
給
与
、パ
ー
ト
代
、

ア
ル
バ
イ
ト
代
も
含
ま
れ
ま
す
。）
と

な
り
ま
す
の
で
、
在
職
し
て
い
る
方

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
年
の
途
中
で

退
職
し
た
方
、
１
回
で
も
給
与
等
を

支
払
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
72-

２
１
６
２

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
難
聴
児
を
対
象
に
、
言
語

の
習
得
、
教
育
等
に
お
け
る
健
全
な

発
達
を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
の

購
入
（
修
理
）
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
は
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
で
す　

◆
み
な
べ
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18

　

歳
未
満
の
者

◆
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と
し

　

て
30
㏈
以
上
70
㏈
未
満
で
、
身
体

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら　

　

な
い
者

◆
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
医
師

　

が
、
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
言
語

　

の
習
得
等
、
一
定
の
効
果
が
期
待

　

で
き
る
と
判
断
す
る
者

問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課　

☎
72-

２
１
６
１

開　

催　

日　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

24
日
（
日
）

　

参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
今

月
の
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　

　

農
地
に
つ
い
て
次
の
行
為
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
及
び
許
可
が
必
要
で
す
。

○
形
状
変
更
（
埋
立
、
切
り
盛
り
な
ど
）

○
農
地
の
転
用
（
農
地
の
全
部
ま
た

　

は
一
部
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転

　

用
す
る
場
合
）

○
農
地
を
贈
与
や
売
買
等
に
よ
り
所

　

有
権
移
転
す
る
場
合

○
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合

問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
（
産
業
課
内
）

　

☎
72-

１
３
３
７

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
伐
採

の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
。
無
届
け

や
無
許
可
に
よ
る
伐
採
を
し
た
場

合
、
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
１
ｈ
ａ
（
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
す
る
場
合
は
0.5
ｈ
ａ
）
を

超
え
る
森
林
の
開
発
行
為
を
行
う
場

合
は
、
県
へ
の
許
可
申
請
（
林
地
開

発
許
可
申
請
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

☎
72-

１
３
３
７

Information くらしの情報

給
与
支
払
い
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て

助　

成

難
聴
児
へ
の

補
聴
器
購
入
費
助
成

お
知
ら
せ

第
18
回

み
な
べ
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会

農
地
に
つ
い
て
事
前
に 

届
出
及
び
許
可
が
必
要
な
も
の

森
林
の
立
木
伐
採
に
は
届
出
を

　

土
地
所
有
者
に
と
っ
て
、
地
籍
調

査
事
業
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
役
立

ち
ま
す
。

○
土
地
取
引
が
円
滑
に
で
き
ま
す

　

正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記
簿
に

反
映
さ
れ
る
た
め
、
安
心
し
て
土
地

取
引
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

　

土
地
の
境
界
が
不
明
確
だ
と
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
が
ち
で
す

が
、
地
籍
調
査
を
す
る
こ
と
で
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
課
税
の
適
正
化

　

固
定
資
産
税
の
課
税
基
礎
と
な
る

土
地
の
面
積
が
正
確
に
測
量
さ
れ
る

た
め
、課
税
の
適
正
化
に
役
立
ち
ま
す
。

○
境
界
確
定
の
費
用
が
か
か
ら
な
い

　

個
人
で
境
界
を
確
定
す
る
た
め
に

は
、
測
量
や
法
務
局
へ
の
申
請
な
ど

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
地
籍
調

査
で
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
33-

９
３
７
０

種
類　

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ

　
　
　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

対
象　

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
（
趣
味
も

　
　
　

含
む
）
す
る
方　

　
　
　

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
た
め
、

　
　
　

巣
箱
を
設
置
し
た
方

提
出
期
限　

毎
年
１
月
末
ま
で

※
す
で
に
飼
育
し
て
お
り
届
出
を
出

し
て
い
な
い
方
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

日
高
振
興
局　

農
業
水
産
振
興
課

　

☎
０
７
３
８
‐
24
‐
２
９
４
６

　

う
め
、
も
も
、
す
も
も
、
さ
く
ら

を
食
害
す
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
被
害
が
、
県
内
で
も
広
が
っ
て

お
り
、
現
在
12
市
町
（
令
和
６
年
８

月
末
）
で
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

被
害
の
拡
大
防
止
に
は
、
早
期
の

発
見
と
防
除
対
策
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
被
害
の
実
態

や
防
除
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
切
な
果
樹
を
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
か
ら
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

令
和
６
年
10
月
16
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

み
な
べ
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
谷
口
３
０
１-

４
）

内
容　

・
和
歌
山
県
内
の
被
害
状
況
と
試
験

　

研
究
の
取
り
組
み

・
県
内
紀
北
地
域
に
お
け
る
被
害
状

　

況
と
防
除
対
策

・
日
高
地
域
で
の
被
害
状
況
と
対
策

　

方
針

主
催　

和
歌
山
県

※
当
日
は
入
口
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
ス
ム
ー
ズ
に
ご
入
場
い
た
だ
く
た

　

め
事
前
参
加
登
録
に
ご
協
力
く
だ

　

さ
い
。

※
研
修
会
チ
ラ
シ
、
申
込
用
紙
等
に

　

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ

　

日
高
振
興
局
農
業
水
産
振
興
課

　

☎
０
７
３
８
‐
２
４
‐
２
９
３
０

↑飼育届について
　 QRコード

10
月
か
ら
地
籍
調
査
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
方
は

届
出
が
必
要
で
す

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

対
策
研
修
会
の
ご
案
内

『和歌山県最低賃金が改定されました』

和歌山県最低賃金　時間額　９８０円
効  力  発  生  日　令和６年１０月１日

　最低賃金は、 最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度として定め

たもので、 使用者は最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなけれ

ばなりません。

　くわしくは、 和歌山労働局労働基準部賃金室 （☎ 073-488-

1152） または最寄りの労働基準監督署へ。
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ふれ愛センターだよりふれ愛センターだより

健 康 長 寿 課
TEL　74-3337
FAX　74-8013

   特定健診の結果、メタボリックシンドローム（予備

軍含む。）と判定された方は、ご自身のスマホ等を

使ってオンラインで特定保健指導を受けられます。

　 ご自身の都合の良い日時に、 好きな場所で専門

家から話を聞くことができます。

　ふれ愛センターで実施している特定保健指導 （健

康塾） に参加できない方は、 ぜひご利用ください。

申込方法　対象の方には９月に案内を送付します。

説明に沿って、 申込画面からお申込みください。

日　 時　４日・１１日・１８日・２５日の金曜日

　１８:００～21:00　トレーニングマシン利用可能

　１９:００～１９:２０　ストレッチポール１回目（先着15名）

　１９:３０～１９：５０　ストレッチポール２回目（先着15名）

　２０:００～２１:００　リズム体操

対　 象　町内在住または在勤の 18 歳以上の方（高校生を除く）

場　 所　はあと館（社会福祉センター） ２階

持ち物　室内用運動靴、 飲み物など

  ※１８歳未満の方は保護者同伴でも利用不可

　※利用者以外の入室はご遠慮ください

　※健康運動指導士の指導を受けたい方は、

 　　１９時までにお越しください。

　※当日、 午後３時時点でみなべ町において警報

　 　が発令中の場合、 教室は中止します。

　 ２大失明原因である緑内障と糖尿病網膜症は、

初期には自覚症状が全くありません。

 　あなたの目の健康を守るため、年に一度は眼科

専門医で診てもらいましょう。

　 町内をレントゲンバスが巡回します。

巡回日　１０月２４日（木）

対　 象　今年度、 胸部検診を受診していない４０歳

　　　　　 以上の方

※巡回場所や時間は、 今月の広報紙と一緒にお届

　 けしたチラシをご覧ください。

１ ０ 月 の ト レ ー ニ ン グ 教 室

目 の 愛 護 月 間

胸部（結核・肺がん）健診を受けましょう

令和６年度

国保特定健診を受診された方へ

　 インフルエンザワクチンと新型コロナウイルスワクチンの定期接種が１０月１日より始まります。 対象の方には問

診票を郵送しておりますのでご確認ください。

対 象 者　 ・ １０月１日時点で６５歳以上の方

　　　　　 　 ・ ６０歳から６４歳の方で、 心臓 ・ 腎臓 ・ 呼吸器 ・ ヒト免疫不全ウイルスの疾患で

　　　　　　  　身体障害者手帳１級程度に該当する方

自己負担　インフルエンザワクチン　１，５００円

　　　　　　　新型コロナウイルスワクチン　３，０００円

接種期間　令和６年１０月１日～令和７年１月３１日

高齢者インフルエンザ ・ 新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

子 育 て 推 進 課
TEL　３３-７５５０
FAX　74-8013

　 臓器移植は、 臓器提供者の方々はもとより、 広く社会の理解と支援があってはじめて成り立つ医療です。

 　平成２２年に施行された改正臓器移植法により、 ご本人の臓器提供に係る意思が不明の場合でもご家族の書

面同意により脳死下での臓器提供が可能となりましたが、 依然として多くの方が移植を受けられる日を心待ちに

しておられます。

　 厚生労働省では、 臓器移植が正しい理解に基づきさらに進むように、 毎年１０月を 「臓器移植普及推進月間」

と定め、 啓発を行っています。

臓器移植普及推進月間 「いのちへの優しさとおもいやり」

ふれ愛センター

各種お知らせ
対　象 日　時

乳幼児健診
※受付時間は問診票を

ご覧ください

４ ・ 10 か月児健診 （令和６年６月・令和５年１２月生まれ）
１０月９日 （水）

１歳６か月児健診 （令和５年２月・３月生まれ）

マタニティー＆

ベビーサロン

妊婦さんや小さなお子さんの保護者

◇妊婦さんやお母さんの仲間づくりの場です

１０月２５日 （金）

10：00～11：30

１ ０ 月 １ 日 か ら 設置されました

「みなべ町こども家庭センター」

 　こども家庭センターでは、 全ての妊産婦や子育

て世帯、 子どもを対象にそれぞれのご家庭に応じ

た相談や支援を切れ目なく行います。 「妊娠 ・ 出

産のことで相談したい」 「子育て情報を知りたい」

「子育てに悩んでいる」 「育児に疲れている」 「子ど

もの家庭環境に心配がある」 等、 誰かに話してみ

ませんか。 保健師や助産師、 社会福祉士等の専

門の相談員が悩みの解決に向け一緒に考えていき

ます。

 　相談費用は無料、相談の秘密は守られますので、

お気軽にご相談ください。

場　　　所　ふれ愛センター　子育て推進課内

開所時間　平日 8 ： 30 ～ 17 ： 15　

           　 ※助産師は火曜日と金曜日の午前中に

　　　　　 　　　います。

連　絡　先　☎ 33-7550

　 こども家庭センター Tetote です。

 　Tetote は、 妊婦さんや子育て中の皆さんの相

談窓口です。

　 妊娠、 育児に関する相談はお気軽にどうぞ。

☆妊娠中の貧血を予防しましょう☆妊娠中の貧血を予防しましょう

　 妊娠中は、 赤ちゃんや胎盤の発育のため、 鉄の

必要量が増加し、 貧血になりやすくなります。

　 貧血は、 微弱陣痛や出産時の異常出血、 産後

に母乳の出が悪くなる原因となります。

　 バランスの良い食事、 サプリメント、 鉄剤の服薬

など、 主治医と相談しながら対策をしましょう。

Tetote ～てとて～ 通信

妊 娠 届 に つ い て

 　妊娠届の受付は、ふれ愛センターで

行っています。

　 妊娠について気になることがあれ

ば、遠慮なくご相談ください。
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 　様々な事情により、 家庭を離れて暮らさなければならない子どもを自分の家庭の一員として迎え入れ、 深い

愛情と理解をもって養育する人を里親といいます。 里親制度に対する理解を進めるため、 こども家庭庁は毎年

１０月を 「里親月間」 と位置づけ、 集中的な広報活動を実施しています。

 　里親センターほっとでは、 里親制度の普及啓発活動や、 里親支援を行っています。 里親月間に合せて紀南

地方の各地で里親パネル展、 相談会、 街頭キャンペーン等を予定しています。 里親に関心のある方は、 是非

お声がけください。

問い合わせ　里親支援センターほっと　田辺市城山台 5-1　☎ 34-2735

　　　　　　　　 子育て推進課 （ふれ愛センター内）　　　　　    ☎ 74-7550

１ ０ 月 は 「 里 親 月 間 」 で す

令 和 ６ 年 １ ０ 月 か ら

児 童 手 当 制 度 が 変 わ り ま す

■手続きが必要な方

▼制度改正により新しく受給者となる方 （申請必須）

　 ・ 中学生以下の対象児童はいないが、 高校生年代の児童を監護養育している方

　 ・ 所得上限限度超過により児童手当の資格がなかった方

▼額改定の方 （すでに児童手当の資格を有し高校生年代で新たに支給対象児童が増える受給者）

　 ・ 高校生年代の児童と同居している場合 ： 申請不要 （自動的に認定されます）

　 ・ 高校生年代の児童と別居している場合 ： （別居監護申立書の提出が必要です）

▼現在児童手当 ・ 特例給付の受給者で、 児童のきょうだい （１８歳に達した年度末以降から２２歳に達した年度

　 末までの間にあり、 経済的負担のある） を含め３人以上いる方

　 ※確認書の提出が必要です

　 ※別居であっても、 児童手当受給者に 「経済的負担」 がある場合、 第３子加算のカウント対象となります。

   　 （経済的負担とは、 当該児童の学費や家賃 ・ 食費相当の負担の少なくとも一部を受給者が負っている状況

    　です。 仕送り等も含みます。）

■問い合わせ

　 子育て推進課 （ふれ愛センター内）　☎ 33-7550

■制度改正の内容

　 制度改正による手続きが必要な方には、 順次案内を送付します。 児童が町外在住の場合などは案内が送付

されませんので、 子育て推進課までお問い合わせください。 なお、 公務員の方は職場へお問い合わせください。

 　制度改正の詳しい内容や申請書類は、 町ホームページからご確認ください。

 　令和７年４月にこども園 ・ 保育所への入所を希望される方の申込みを次のとおり受け付けます。

　 所定の用紙により、 子育て推進課またはこども園のいずれかへお申込みください。

 　現在通園されているお子さまにつきましても、 各施設から配布される

申込書 （兼現況届） の提出が必要となりますので、 ご注意ください。

※町外施設（幼稚園含む）の利用を希望される方も、 同様の申込が必要です。

※申込者多数の場合、 保護者の就労状況等により、 保育の必要性による優先順とさせていただくため、

　 希望する施設に入所できない場合があります。

※令和７年５月以降に入所を希望される場合は、 ４月以降の申込みとなります。

■こども園 （保育利用者 ・ 幼稚園利用者）

　 上南部こども園　　　   ☎ 74-3022 定員１５０名

　 高城こども園　 　　　   ☎ 75-2044 定員 60 名

　 みなべ愛之園こども園 ☎ 72-2371 定員１４５名

■保育所（※保育利用者のみ）

　 清川保育所（定員１９名）は現在休園中のため、

申込みできません。

町内こども園 ・ 保育所の定員

令和６年１０月１日～令和６年１０月３１日

受付期間

■保育利用者 （２ ・ ３号認定）

　 児童の保護者が就労、 出産、 疾病、 親の介護

等により、 児童の保育をすることができないと認め

られる０～５歳児の児童

５歳児（平成３１年4月2日～令和２年 4 月 1 日生）

４歳児（令和２年 4 月 2 日～令和３年 4 月 1 日生）

３歳児（令和３年 4 月 2 日～令和４年 4 月 1 日生）

２歳児（令和４年 4 月 2 日～令和５年 4 月 1 日生）

 １ 歳児（令和５年 4 月 2 日～令和６年 4 月 1 日生）

０歳児 (令和６年 4 月 2 日～令和６年9月30日生）

■幼稚園利用者 （１号認定）

　 保育利用者以外の３～５歳児の児童

申込対象児童

①みなべ町教育 ・ 保育給付認定申請書兼利用申

   込書一式

②就労証明書など家庭での保育が困難であること

   を証明する書類 （保育利用者のみ）

※申込みに必要な書類や申込みの手引は、 各施

　 設または子育て推進課にあるほか、 町ホーム

   ページからもダウンロードできます。

提出書類

子育て推進課　☎ 33-7550

問い合わせ

令和７年度　 こ ど も 園 ・ 保 育 所 入 所 申 込 受 付 開 始

改正前

（令和６年９月分まで）

改正後

（令和６年１０月分から）

支給対象
中学生

（１５歳到達後の最初の年度末まで）

高校生年代

（１８歳到達後の最初の年度末まで）

所得制限 あり なし

手当月額

◇３歳未満…一律 15,000 円

◇３歳～小学校修了まで

 　第１子 ・ 第２子…10,000 円

 　第３子以降…15,000 円

◇中学生…一律 10,000 円

◇所得制限以上…一律 5,000 円

◇所得上限以上…支給なし

◇３歳未満

　 第１子 ・ 第２子…15,000 円

　 第３子以降…30,000 円

◇３歳～１８歳到達後の最初の年度末まで

　 第１子 ・ 第２子…10,000 円

　 第３子以降…30,000 円

第３子以降の

算定対象

１８歳到達後の最初の年度末までの養育し

ている子のうち、 ３子目以降

２２歳到達後の最初の年度末までの養育し

ている子のうち、 ３子目以降

支給月
２月、 ６月、 １０月 （年３回）

※各前月までの４か月分を支給

偶数月 （年６回）

※各前月までの２か月分を支給

町HPは
こちら

→
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１０月のテーマ展示

１階

２階

「神無月 ・ 神在月」

「アートを楽しもう！」

　 夏に募集を行った「手づくりの小さな絵本」の展示を

下記のとおり行います。

１０月１２日（土）～２０日（日）　ゆめよみ館

１０月２５日（金）～２７日（日）　上南部分館

１１月   ２日（土）～   ３日（日）　高城公民館

　 私たちの生活には神話や神社、 風習な

ど神様に関わる行事や習わしが多くありま

す。 今月からは町内の神社も秋祭りで賑

わいます！

　 芸術の秋にちなんで、 音楽と美術に関す

る本を集めました。 偉人の伝記や作品の楽

しみ方、 アートを始めたくなる本など、 見

てみませんか。

上南部分館 おはなしの会

１０月１２日（土）午前１０時３０分から

そのほかにこちらも

今月のオススメ
今月のオススメ

『ようこそ！富士山測候所へ　

日本のてっぺんで科学の最前線に挑む』
長谷川敦　 著 （旬報社）

自
分
で
自
分
の
介
護
を
す
る
本

小
山
朝
子　

著

（河
出
書
房
新
社
）

石
は
元
素
の
案
内
人

田
中
凌
二 　

文

・
写
真 

（福
音
館
書
店
）

で
き
あ
が
り

彦
坂
有
紀　

も
り
と
い
ず
み　

 

さ
く

（福
音
館
書
店
）

  富士山測候所は本来気象庁の施設でしたが、 現在は

NPO 法人の研究者達が山頂の特殊な環境を活かし

て、 オゾンや高所医学などの科学研究を進めるために

使用しています。 水を手に入れるだけでも大変な労力

がかかる山頂の集団生活。 そんな過酷な場所で、 今

日も科学は発展しつづけています。

１日（火）

５日（土）

７日（月）

１０日（木）

１２日（土）

１５日（火）

１９日（土）

２１日（月）

２４日（木）

２６日（土）

２８日（月）

３１日（木）

休館 （館内整理日）

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

休館

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

休館

休館 （館内整理日）

ゆめよみ館は祝日も開館しています

ゆめよみ館 
１０月のカレンダー

こんな本、いかが？

 　１０月２７日（日）～１１月９日（土）の期間中は、 何冊

借りていただいてもＯＫ！ （新刊 ・ 雑誌 ・ 視聴覚資

料は対象外です。） なお、 貸出期間は２週間です。

　 ８月２０日、 ２１日に上南部中学校と高城中学校の２

年生が来てくれ、 様々な仕事に取り組んでくれました。

職場体験学習

手づくりの小さな絵本展

読書の秋！ 「借りたい放題」 を実施します

各 種 相 談

夜間（土曜日）・小児救急診療所

日時 毎週土曜日 １８:00～２１:３０

場所 田辺市民総合センター

　　　 ☎ 26-4909

延長窓口（事前予約制） ※必ずお電話で事前予約をお願いします

日時 毎週木曜日１７:１５～１９:00

場所 住民福祉課 ☎ 72-2161

交付できる証明書  住民票の写し / 印鑑登録証明書 / マイナンバーカードの交付

消費者ホットライン 「１８８」

 　消費者センター等では、 消費生活に関する様々な相談や苦情を受け付け、 解決のお手伝いをしています。 買い物や契

約等のお困りごとや心配なことはひとりで悩まず、 お気軽にご相談ください。

 　例 ) 定期購入の解約、 高額契約のトラブル、 覚えのない請求　など

　 全国共通の電話番号 「消費者ホットライン」 局番なし 「１８８」 （いやや）

※県や市町村等お住いの地域の消費生活相談窓口をご案内します。

相談種類
内容

連絡 ・ 予約先
相談日 時間 場所

人権 ・ 行政 

・ 登記相談

【要予約】

人権侵害や行政手続きに関する相談
▼事前予約制／申込みは１０/４(金)11：00 まで 総務課 

☎ 72-2051
10/4(金) 13:30～15:30 役場

消費生活 

相談

相談員による商品やサービスの契約に関するトラブルなどの相談 産業課 

☎ 72-1337
１０/３（木） 13:00～15:00 役場

農業資金 

相談

【要予約】

（株） 日本政策金融公庫による農業経営にかかる融資等の相談

▼事前予約制／申込みは１０/１６(水) まで 産業課 

☎ 72-1337
１０/２３(水) 13:00～16:00 役場

生活お困り 

相談

自立支援相談員 （西牟婁振興局） による生活や就労の困りごと相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
１０/２２(火) 13:30～15:30 役場

「にじのわ」 

障害福祉 

相談

障害のある方やご家族の日常生活や社会生活に関する相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
１０/１・８・１５・２２・２９（火） 13:30～15:30 役場

教育相談
子育てや、 こども園 ・ 学校生活に関する相談

教育学習課 【学校関係 ・ 学童】
☎ 74-2191

子育て推進課 【こども園】
☎ 33-7550平日 8:30～17:15 生涯学習センター

育児 

なんでも 

相談

妊娠 ・ 出産のこと、 育児の悩み ・ 困りごと等に関する相談 子育て推進課 

☎ 33-7550
平日 9:00～16:00 ふれ愛センター

暮らし 

なんでも 

相談

福祉専門の職員による日常のお困りごと相談 みなべ町社会福祉協議会

☎ 72-5611
平日 9:00～16:00 はあと館

県による 

巡回職業 

相談

職業相談員による求人情報の提供や求職の相談 日高振興局地域づくり課

☎ 0738-24-2911
１０/１１(金) 13:00～15:00 南部公民館

年金相談

【要予約】

年金請求の手続きや加入の届出等に関する相談
田辺年金事務所

☎ 24-0432
１０/１２(土) 9:30～16:00

田辺年金事務所 
（田辺市朝日ヶ丘 24-8）



17 16広報みなべ 2024.10 広報みなべ 2024.10

　 平成６年に夜間照明を設置し、 既に生産が終了した

水銀灯を長らく使用していましたが、 この度スポーツ振

興くじ助成金を活用して、 安全にスポーツ活動が実施で

きる環境を整備するため、 LED照明に更新しました。

 　LED照明への取替工事により瞬時の点灯 ・ 再点灯が

可能になり、 利便性が向上します。 夜間にスポーツ活

動を行える場所が限られているため、 今後も引き続き軟

式野球での利用はもちろんのこと、 その他のスポーツ活

動の拠点となることを期待しています。

「和歌山県小学校人権の花運動」 写真コンテスト
　 「第４２回和歌山県小学校人権の花運動」 写真コンテストが実施され、 県内１２３校の中から、 高城小学校 ・

清川小学校が優秀賞、 岩代小学校 ・ 上南部小学校が奨励賞に選ばれました。 人権の花運動は、 次代を担う

児童が協力して花を栽培することにより、 「思いやりの心」 を育んでもらうことを目的に実施されています。

▲岩代小学校

▲清川小学校

▲上南部小学校

▲高城小学校

人 の う ご き

８月末現在 （前月比）

男 ５，５２２人 （-13人）

女 ６，０８０人 （-19人）

人口 １１，６０２人 （-32人）

世帯数 ４，８２４世帯 （-6世帯）

８月中の異動
出生
死亡
転入
転出

高齢化割合 
（６５歳以上） 3４.4％

５人
24人
12人
25人清川球場の夜間照明が LED 照明になりました

町内の

各こども園 ・ 保育所

園庭開放
（こども園・保育所利用者以外の方もご利用いただけます）

おひさま広場（開放保育）
※参加を希望される方は事前に各園へお申込みください

みなべ愛之園こども園

☎ 72-2371

１０月３０日 （水） 9:４５～10:30
「園庭で体育遊び ・ 自由遊び」
※雨天はホールで遊ぼう

上南部こども園

☎ 74-3022

10月６日（日）　8:30～11:30
・ 園庭と多目的グラウンドを開放

１０月１６日 （水）　10:00～11:00
「自由あそび」 ※ほっこりルームでもあそべます。

高城こども園

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

１０月１０日 ・ ２４日 （木） 10:00～11:00
「自由あそび」 ※雨天は室内遊び

清川保育所

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

第１７回みなべ町文化祭のご案内
【大展覧会】

会期　令和６年１０月２６日（土）～１０月２７日（日）　９ ： 00 ～１９ ： 00 （日曜日は午後４時まで）

場所　みなべ町生涯学習センター （中央公民館） / 南部公民館

【芸能まつり】

会期　令和６年１１月３日 （日 ・ 祝）　

開場　１２時３０分　/　開演　１３時

場所　みなべ町ふれ愛センター２階　プララホール

※詳しい内容等は、 一緒にお配りしている別紙折込チラシをご覧ください
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リアン（U-14中学生バレーボールチーム）が全国出場

少林寺拳法 武道錬成大会で入賞

監督　竝木 正明　コーチ　宮城 嘉巳　マネージャー　湯川 智晶

選手　古屋 結里華（日高中）・岩﨑 優月（上南部中）・久保綾芽（上南部中）・廣野 百伽（印南中）・川瀬 有紗（日高中）

　　　　猪原 曖莉（日高中）・小谷 梨央（南部中）・川合 あんな（大成中）・川村 真心（大成中）・藤藪 愛理（印南中）

　　　　鈴木 心菜（日高中）・芝田 世那（印南中）・野﨑 音色（名田中）・川瀬 柚羽（日高中）・安田 依咲（富田中）

　　　　冨山 凛（高城中）・宮城 空愛（上南部中）・熊代 早晏（上南部中）・小谷 玲奈（南部中）・仲 うい（丹生中）

　　　　森 泉月（松洋中）・猪原 羽友莉（松洋中）・荻野 日那（串本中）・中村 珠菜（串本中）

　 ５月に開催された県U-１４女子バレーボール大会で、みなべ町を中心に活動するリアンバレーボールクラブが

優勝しました。また、９月１４日・１５日に和歌山市で行われた全国大会に出場し、ベスト８の成績を収めました。

出場されたメンバーは次のとおりです。（敬称略）

　 ８月１０日、 日本武道館 （東京） で令和６年度全日本

少年少女武道（少林寺拳法）錬成大会が開催されました。

　 当大会は、 一定水準以上の評価を得た選手にメダル

が授与されます。

　 メダルを授与された選手は次のとおりです。 （敬称略）

種目 名前 学校 成績

規定組演武

小学生６級の部
山下　陽大 南部小４年 コートにおいて１位

最優秀演武披露垣端　陽大 上南部小４年

小学生２級の部
山本　琉琵 南部小６年 コートにおいて１位

最優秀演武披露谷　芽樹 上南部小５年

自由組演武

中学生有段の部
中村　大河 明洋中３年 コートにおいて１位

最優秀演武披露宮本　沙絢 田辺中２年

小学生有段の部
中村　斗弥 芳養小６年

コートにおいて１位
前田　祐里 南部小５年

規定単独演武

小学生見習い～７級の部 三前　皓聖 南部小１年 コートにおいて１位

小学生６級～５級の部 中家　和奏 上南部小４年 入賞

小学生６級～５級の部 前田　達輝 智辯学園和歌山小３年 入賞


